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令和５年度 学校経営の方針 

１ 本校の教育目標 
人間尊重の精神を基に、広く国際社会に協調できる心豊かで心身ともにたくましい、 

主体性をもつ児童の育成を目指し、本校の教育目標を次のように掲げる。 

 ◇自ら学び、よく考える子     
◇豊かな心をもち、思いやりのある子   
◇最後までやりぬく、たくましい子 

 
２ 目指す学校像と基本方針 
（１）子どもにとって「安心して自己実現ができる学校」 
  子供一人一人が安全で安心して学び、できる・分かる・もっとやりたいという学ぶ喜びを味わい、
互いのよさや成長を認め合うことのできる学校づくりを目指す。 

（２）保護者や地域にとって「信頼して協力できる学校」 
  子供のよりよい成長を共に願い、迅速・親身・温かい対応を通して、学校と保護者・地域が連携し
て、教育（共育）を行うことのできる学校づくりを目指す。 

（３）教職員にとって「協働して教育実践できる学校」 
  教職員としての専門性を磨き、学び合い、支え合い、高め合いながら、組織的に課題解決に取り組
むことができる学校づくりを目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 教育目標を達成するための基本方針 
（１）「自ら学び、よく考える子」の実現に向けて 
自らすすんで学習に取り組み、自己の目標を達成する子を育てます。 
①どの学級でも「すすんで学習に取り組む態度」が養われるよう指導します。３年生以上で図工、 
音楽（２年生から）、英語、家庭科の専科教員を配置し学習の充実を図ります。 

②問題解決的な学習を重視し、学習のめあてや問いを意識して、自分の考えをもち、友達と学び合い、
自分の考えを深める学習展開を工夫します。 

③生活科・社会科・総合を中心に、見学・体験的活動や人と関わって調べる活動を展開しています。 
④３年生以上の算数の習熟度別指導で個に応じた指導をするとともに、ＧＩＧＡタブレットのドリル
パークを活用して個に応じた指導を充実させます。低学年では漢字等のドリルも活用します。 

⑤ＧＩＧＡタブレットを効果的に活用して、教育活動の充実を図り、児童のＩＣＴスキルを高めます。 
  （２）「豊かな心をもち、思いやりのある子」の実現に向けて 

  互いを認め、約束を守り、人の役に立つことを喜びとする子を育てます。 
⑥学校や学級のルールの遵守と挨拶・規範意識の向上を全教員が同じ姿勢で指導します。また、４月
より学校におけるマスク着用は任意とします。新型コロナ感染防止に向けて５月２日までは健康観
察カードを継続し５月８日以降は廃止します。 

⑦生命尊重の教育、人権尊重教育、いじめの未然防止の取組を全学級で行います。 
⑧学校行事や縦割り班活動、クラブ活動や委員会活動、子ども園や中学校との連携、金管バンドや天
童市立干布小学校との交流、地域の方々の学習支援などを通して様々な人との交流を進めます。 

⑨新型コロナ感染防止に配慮しつつ、外部講師や保護者・地域の支援のもとで、花や野菜の栽培、環
境教育・食育など環境美化や環境教育の充実を図ります。 

 ⑩違いや多様性を大事にするとともに、特別支援教育の充実に向けた取組を推進します。 

四谷小の合言葉      

よい子  つよい子  やさしい子 
 

児童数及び学級数増加に伴う校舎増築に関して 

〇校庭をはさんで現存校舎の向かい側に、１０教室と音楽室、職員室、給食室を備えた新校舎を増築 

・６月より建設工事が始まり校庭が 1/3 から 1/2 程度使えなくなります。コモレ四谷のスポーツスク

エアーの施設や外堀公園のグラウンドなどを適宜お借りして校庭が狭くなることで、できなくなる

運動を行っていく予定です。 

・建物の完成は令和７年度の夏です。そのあと校庭の芝生の敷き直しを行い、１０月ごろには校庭も

使用可能なる見込みです。 

・その間、現存校舎では余裕教室がないことから、四谷小学校放課後こどもひろばは、三栄公園の向か

いの新宿区健康センター内の施設を併用することになります。※詳細はひろばへお尋ねください。 



               
（３）「最後までやりぬく、たくましい子」の実現に向けて  
 目標に向かってやりぬく丈夫な心と体を育てます。命を守り大切にする教育を行います。 
⑪オリンピック・パラリンピック教育の成果を継続し、子どもの体力向上に取り組むとともに、トッ
プアスリートと触れ合ったり日本の伝統文化や多文化理解を深めたりする体験を設定します。 

⑫健康で丈夫な体をつくるために、自己の目標を設定して粘り強く取り組むことを指導します。また、
低学年を中心にコオーデショントレーニングを低学年中心に推進していきます。 

 ⑬様々な状況を想定した避難訓練、防災教育、交通安全教育を計画的に実施して、自他の命を守る方 
法を身に付ける指導をします。 

  ⑭個人目標と学級・学年目標達成を目指して、協力して学校行事に取り組む子どもを育てます。 
 ⑮児童数の増加を踏まえて、保護者参観の仕方を工夫した運動会や文化的行事の再構築をします。 
（４）「特色ある教育活動」に継続して取り組みます。＜●印は十分実施できなかった項目＞ 
●小中連携（四谷中、花園小で授業参観）    ●保幼小連携（四谷子ども園との交流など） 
〇環境（地域クリーン活動 花いっぱい運動等） 〇情報教育（タブレット活用やＩＣＴ能力育成）  
●国際理解（マレーシアやフランスとの交流）  〇福祉体験（シッティングバレー体験等）  
〇キャリア教育（生き方教育）         ●姉妹校交流（天童干布小との交流行事） 
●課外活動（四谷小金管バンド）        〇社会科教育（令和５年度全国大会第一会場校） 

（５）ご家庭のご協力をお願いします。 
しつけは家庭の大切な役割です。担任と連携・協働してよい習慣を育てましょう。 

 ○ご家庭と連携し、家庭学習の習慣を身に付けましょう。（学年×１０分の家庭学習をしましょう。） 
○挨拶や場に応じた言葉遣いができる言語環境を整えましょう。 
○「早寝・早起き・朝ご飯」「テレビやゲーム（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ）の時間を決め守る」ことを続けましょう。 
○８時５分～15 分に学校の門を通れるように家を出発させましょう。２０分から朝の会開始です。 
○忘れ物は学習に支障が出ます。お子さんが忘れ物をしていないかどうか確認をしましょう。 
○スマートフォン等をお子さんに持たせるときは、危険なサイトにアクセスやゲーム等の課金をする
ことがないように、必ず「家族の約束」を「四谷小ＳＮＳルール」を参考につくりましょう。 

○学校に「携帯電話やスマートフォン」を持ち込むことは禁止です。やむを得ない事情で校内での所
持を希望するご家庭は、申込書をご提出ください。 

○行事等で写した写真や動画、児童間のトラブルなどをＳＮＳ等に投稿することはご遠慮ください。 
○体育着の着替えは、下着の着用する場合は下着の着替えをもたせてください。３年生以上は更衣室、
１・２年生は教室で着替えます。低学年教室にも着替え用仕切りカーテンの設置をしています。 

 
４ 今年度の重点 
（１）ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて 

ＧＩＧＡタブレットを効果的に活用し、子どもの「学びたい」「できる」を実現していきます。 
（２）コロナ禍以前の教育活動の実施 
  ・区の方針に基づき３密を回避しつつ、できるだけ従前のように学校行事を実施します。 

・遠足、学芸祭、運動会などの学校行事の内容や参観を含めた実施方法の見直しを行います。 
（３）基本的な生活習慣の定着と規範意識の向上 

挨拶、遅刻、言葉遣い、廊下歩行、交通法規、遊びのルールなどについて、家庭と連携して、
下学年は基本的な生活習慣の定着に重点を置き、上学年は規範意識の醸成に重点を置き、教職員
で情報を共有して、協働して指導に取り組んでいきます。 

（４）安全・安心の取組の充実を進めます 
新型コロナ感染対策を講じた上で、地域防災訓練とタイアップした防災学習を学校公開日に実

施します。また、災害大地震などの災害緊急時の登下校訓練、熱中症対策などを計画的に進めて
いきます。 

（５）児童が主体的に学習に取り組む態度の育成 
四谷スタイルの授業を推進して児童が主体的に学んでいこうとする態度を育てていきます。 

  ・児童の意欲を高め、児童が問いやめあてを明確に意識できる授業をします。 
  ・ＩＣＴや思考ツール､板書を効果的に活用して友達と協働的に考えを深め合う授業をします。 
  ・学習を振り返って自分が学んだことを価値づけて、次の学習へつなげる授業をします。 
 
５ その他研究推進校の指定等  
（１） 令和４年度東京都体力向上推進優秀校 
（２） 令和５年度 国立教育政策研究所 教育課程実践検証協力校（小学校社会） 
（３） 令和５年度 全国小学校社会科研究協議会研究大会（全国大会・東京大会第一会場校） 


